
J RESCUE 2017.7089 J RESCUE 2017.7 088

　

換
気
の
際
は
舌
が
大
き
な
抵
抗
と
な
っ
た
。ま
た
、

Ｅ
Ｃ
法
で
は
顔（
下
顎
）に
対
し
て
手
が
大
き
く
指
の

屈
曲
が
き
つ
く
窮
屈
な
た
め
に
、
長
時
間
の
搬
送
で

は
理
想
的
な
気
道
確
保
が
困
難
で
あ
っ
た
。
頭
部
後

屈
が
で
き
て
お
ら
ず
、か
つ
下
顎
の
持
ち
上
げ
が
十

分
で
な
い
た
め
、
換
気
に
よ
り
口
腔
内
が
陽
圧
と
な

る
と
、マ
ス
ク
フ
ィ
ッ
ト
が
弱
い
箇
所
に
隙
間
が
で
き

リ
ー
ク
し
た
と
考
え
る
。（
圧
制
限
バ
ル
ブ
の
開
放
ま

で
は
な
か
っ
た
）

【
ポ
イ
ン
ト
】Ｅ
Ｃ
法
以
外
に
Ｉ
Ｃ
ク
ラ
ン
プ
法（
写

真
❻
）や
２
人
法
の
気
道
確
保
が
あ
る
事
。
換
気
中

は
自
分
の
指
が
下
顎
骨
下
の
軟
部
組
織
に
触
れ
て
い

る
と
、（
乳
幼
児
は
口
腔
内
に
占
め
る
舌
の
割
合
が

大
き
い
た
め
）舌
が
圧
排
さ
れ
気
道
閉
鎖
を
招
く
お

そ
れ
が
あ
る
の
で
、
下
顎
骨
以
外
は
触
れ
な
い
よ
う

十
分
注
意
す
る
こ
と
。

◇
食
道
閉
鎖
式
エ
ア
ウ
ェ
イ

　

乳
幼
児
の
非
心
原
性
Ｃ
Ｐ
Ａ
の
た
め
気
道
確
保
は

必
須
と
考
え
た
。
長
時
間
搬
送
で
は
、
走
行
中
の
振

動
や
胸
骨
圧
迫
に
よ
る
体
幹
の
振
動
、バ
ッ
グ
換
気

す
る
動
作
で
さ
え
チ
ュ
ー
ブ
位
置
の
ず
れ
を
引
き
起

こ
し
、換
気
不
良
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、ラ
リ
ン

ゲ
ア
ル
チ
ュ
ー
ブ
を
挿
入
後
も
換
気
状
態
を
常
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。防
振
ベッ
ド
は
Ｃ
Ｐ
Ｒ
ロッ
ク

状
態
に
し
た
ぶ
ん
車
両
か
ら
の
振
動
等
を
受
け
や
す

か
っ
た
。
振
動
が
伝
わ
り
に
く
い
車
体
装
備
が
必
要

と
感
じ
た
。

【
ポ
イ
ン
ト
】ラ
リ
ン
ゲ
ア
ル
チ
ュ
ー
ブ
は
テ
ィ
ー
ス

マ
ー
ク
位
置
で
挿
入
状
態
を
判
断
す
る
だ
け
で
な

く
、胸
の
挙
上
を“
目
”で
見
て
、送
気
音
・リ
ー
ク
音

を“
耳
”（
聴
診
器
）で
聞
い
て
カ
フ
圧
・
チ
ュ
ー
ブ
位
置

を
調
整
す
る
と
よ
い
。
十
分
に
換
気
の
確
認
を
行
う

こ
と
。
今
回
の
よ
う
な
事
案
で
は
、ラ
リ
ン
ゲ
ア
ル

チ
ュ
ー
ブ
と
バ
ッ
グ
バ
ル
ブ
マ
ス
ク
間
に
蛇
管
を
接
続

す
れ
ば
、バッ
グ
か
ら
チ
ュ
ー
ブ
への
揺
れ
の
伝
わ
り
は

最
小
限
に
で
き
た
。（
写
真
❼
）

◇
静
脈
路
確
保
に
つ
い
て

　

乳
幼
児
は
水
分
や
皮
下
脂
肪
が
多
く
、成
人
の
よ

う
に
視
覚
や
触
覚
で
は
静
脈
を
捉
え
に
く
い
。

【
ポ
イ
ン
ト
】胸
骨
圧
迫
を
続
け
る
こ
と
や
穿
刺
部

位
を
心
臓
よ
り
下
げ
る
こ
と
で
血
管
の
う
っ
血
を
期

待
で
き
る
。
乳
幼
児
の
場
合
、
身
体
的
所
見
や
血
管

の
走
行
な
ど
を
よ
り
イ
メ
ー
ジ
し
て
穿
刺
す
る
。（
外

筒
の
先
端
が
到
達
す
る
位
置
ま
で
を
確
認
。静
脈
の

延
長
線
上
か
ら
穿
刺
を
す
れ
ば
、外
筒
は
よ
り
少
な

い
血
管
内
抵
抗
で
進
む
こ
と
が
で
き
る
）。外
筒
の
先

端
位
置
が
関
節
付
近
に
あ
る
場
合
は
、
滴
下
状
況

を
頻
繁
に
確
認
す
る
こ
と
。
関
節
の
進
展
を
保
つ
こ

と
。穿
刺
可
能
な
静
脈
を
見
つ
け
る
に
は
、Veinlite

（
静
脈
穿
刺
徹
照
器
）の
使
用
も
有
効
。

お
わ
り
に

　

こ
の
事
案
の
数
日
後
、
再
び
当
消
防
署
管
内
に
お

い
て
乳
幼
児
Ｃ
Ｐ
Ａ
事
案
が
発
生
し
た
。
搬
送
先
は

再
び
遠
方
の
三
次
病
院
で
し
た
。後
日
、２
つ
の
事
例

報
告
を
含
め
、
救
急
指
導

医
師
を
招
い
て
検
証
会
を

開
催
。
医
師
か
ら
は「
私
た

ち
の
管
内
は
夜
間
祝
祭
日
、

重
症
乳
幼
児
の
救
急
受
入

れ
状
況
が
平
日
の
日
勤
帯

と
比
べ
る
と
悪
い
地
域
で
、

遠
方
へ
の
バ
イ
パ
ス
搬
送
と

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
」と
回

答
を
得
た
。
傷
病
者
に
と
っ

て
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域

の
基
幹
病
院
だ
け
で
な
く
、

関
連
す
る
行
政
と
の
連
携

も
必
要
。そ
の
た
め
に
は
、こ

の
よ
う
な
特
殊
事
案
を
多

く
の
職
種
の
方
に
知
っ
て
も

ら
え
る
開
放
的
検
証
会
等

も
必
要
｡
私
た
ち
は
一
人
一

人
の
意
識
改
革・ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
こ
と
を
念
頭
に

訓
練
を
実
施
し
、小
児
蘇
生

コ
ー
ス
な
ど
も
組
織
と
し
て

受
講
で
き
る
よ
う
働
き
か

け
て
い
き
た
い
と
思
う
。

特
定
行
為
の
実
施

1
．食
道
閉
鎖
式
エ
ア
ウ
ェ
イ
の
挿
入（
覚

知
か
ら
22
分
後
）

　

食
道
閉
鎖
式
エ
ア
ウ
ェ
イ
は
、ラ
リ
ン
ゲ
ア

ル
チ
ュ
ー
ブ
♯
１
を
選
択
す
る
。
聴
診
器
に

よ
り
換
気
確
認
を
し
、カ
フ
圧
や
チ
ュ
ー
ブ

位
置
を
微
調
整
。
チ
ュ
ー
ブ
は
手
で
微
調
整
を
加
え

な
が
ら
搬
送（
写
真
❷
）。

2
．静
脈
路
確
保（
覚
知
か
ら
37
分
後
）

　

換
気
が
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
静
脈
路
確
保
を

施
す
。上
腕
は
う
っ
血
が
全
く
確
認
で
き
な
い
た
め
、

穿
刺
可
能
箇
所
で
唯
一、
左
の
足
背
に
細
く
短
く
見

え
る
静
脈
を
確
認
。
22
Ｇ
の
留
置
針
で
外
筒
の
先
端

の
到
達
箇
所
を
想
像
し
な
が
ら
、
足
の
第
４
指
直
下

付
近
か
ら
静
脈
に
向
け
て
穿
刺
し
バ
ッ
ク
フ
ロ
ー
を

確
認
す
る
。
外
筒
を
慎
重
に
進
め
る
と
抵
抗
は
な

く
、
先
端
は
距
腿
関
節
部
付
近
ま
で
に
達
す
る
。

（
写
真
❸
、
❹
）

　
ロ
ー
ラ
ー
ク
レ
ン
メ
を
緩
め
る
と
、
滴
下
は
良
好
。

穿
刺
個
所
に
腫
れ
漏
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。

外
筒
を
テ
ー
プ
で
固
定
し
、
屈
曲
を
作
ら
な
い
よ
う

滑
ら
か
な
ル
ー
プ
を
作
成
し
チ
ュ
ー
ブ
を
固
定（
写

真
❺
）。
ラ
ク
テ
ッ
ク
注
５
０
０
㎖
を
１
秒
１
滴
の
速

さ
で
維
持
輸
液
。し
ば
ら
く
す
る
と
設
定
し
た
速
さ

で
滴
下
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
腫
れ
漏

れ
、ル
ー
ト
への
逆
血
や
エ
ア
の
混
入
も
な
い
。距
腿
関

節
を
伸
展
さ
せ
る
と
滴
下
状
況
は
改
善
。
関
節
を

伸
展
さ
せ
た
状
態
で
病
院
ま
で
搬
送
。

病
院
到
着（
覚
知
か
ら
54
分
後
）

　

三
次
病
院
に
到
着
。
車
内
か
ら
搬
出
す
る
前
に

心
電
図
を
確
認
す
る
と
、
心
静
止
で
あ
っ
た
。

考
察

◇
胸
骨
圧
迫

　

傷
病
者
の
体
格
は
小
児
の
基
準
に
は
該
当
し
な
い

が
２
本
指
圧
迫
法
が
適
し
て
い
た
。

【
ポ
イ
ン
ト
】体
格
に
合
わ
せ
た
胸
骨
圧
迫
、
圧
迫

開
始
が
遅
れ
な
い
よ
う
評
価
を
し
っ
か
り
と
す
る
こ

と
。

◇
バ
ッ
グ
バ
ル
ブ
マ
ス
ク
に
よ
る
人
工
呼
吸

第
一
次
出
動（
覚
知
か
ら
４
分
後
）

　

可
茂
消
防
事
務
組
合
中
消
防
署
管
内
に
お
い
て
、

低
酸
素
脳
症
の
た
め
２
歳
の
男
児（
体
重
：
標
準
体

重
の
約
２
／
３　

身
長
：
標
準
身
長
の
約
４
／
５
）

（
※
）が
う
つ
伏
せ
の
ま
ま
意
識
が
な
い
の
を
家
族
が

発
見
し
て
１
１
９
番
通
報
し
た
も
の
。
通
報
段
階
か

ら
傷
病
者
は
心
肺
停
止（
Ｃ
Ｐ
Ａ
）で
あ
る
こ
と
が
疑

わ
れ
、Ｃ
Ｐ
Ａ
救
急（
救
急
隊
員
４
名
出
動
）と
し
て

出
動
指
令
を
出
す
。事
前
管
制（
傷
病
者
接
触
前
に

指
示
受
入
要
請
病
院
に
対
し
て
の
情
報
提
供
）は
通

信
指
令
課
員
が
実
施
し
、
出
動
途
上
で「
現
場
か
ら

直
近
で
あ
る
病
院（
搬
送
時
間
約
５
分
）は
受
入
れ

が
不
可
能
。
か
か
り
つ
け
第
三
次
救
急
医
療
機
関

（
以
下
、三
次
病
院
）へ
現
在
連
絡
中
」と
報
告
を
受

け
る
。三
次
病
院
は
搬
送
時
間
約
35
分
の
遠
方
。
ま

た
通
信
指
令
員
が
口
頭
指
導（
胸
骨
圧
迫
）中
と
の

支
援
情
報
を
得
る
。

現
場
到
着（
覚
知
か
ら
９
分
後
）

　

救
急
隊
を
誘
導
す
る
家
族
よ
り
、
傷
病
者
は
意

識
・
呼
吸
が
な
い
こ
と
を
聴
取
。
居
間
に
仰
臥
位
で

家
族
が
胸
骨
圧
迫
を
実
施
。玄
関
先
で
、救
急
隊
員

が
接
触
す
る
ま
で
胸
骨
圧
迫
を
続
け
る
よ
う
家
族

に
呼
び
か
け
る
。傷
病
者
は
呼
吸・脈
拍
を
感
じ
な
い

Ｃ
Ｐ
Ａ
。
全
身
に
は
チ
ア
ノ
ー
ゼ
を
観
察
、体
表
面
は

温
か
く
、
見
た
目
に
は
外
傷
は
な
い
。
隊
員
に
胸
骨

圧
迫
・
人
工
呼
吸
を
指
示
し
、Ａ
Ｅ
Ｄ
パ
ッ
ド
を
装

着
。Ｅ
Ｃ
法
に
よ
り
小
児
用
バッ
グ
バ
ル
ブ
マ
ス
ク
で
人

工
呼
吸
を
す
る
と
、リ
ー
ク
が
あ
り
十
分
な
マ
ス
ク

フ
ィッ
ト
で
は
な
い
が
胸
郭
は
挙
上
す
る
。瞳
孔
は
両

側
と
も
に
散
大
し
、
心
電
図
波
形
は
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
Ｆ
Ｒ

３
小
児
用
モ
ー
ド
）の
解
析
に
よ
り
無
脈
静
電
気
活

動（
Ｐ
Ｅ
Ａ
）と
判
断
す
る
。（
図
１
）

現
場
処
置

　

胸
骨
圧
迫
を
継
続
し
つつ
気
道
確
保
・
早
期
搬
送

を
優
先
。傷
病
者
の
体
格
に
合
わ
せ
２
本
指
圧
迫
法

（
人
差
し
指
と
中
指
の
２
本
）を
実
施（
写
真
❶
）。

気
道
確
保
は
長
時
間
搬
送
を
考
慮
し
食
道
閉
鎖
式

エ
ア
ウ
ェ
イ
を
施
す
必
要
が
あ
る
と
判
断
。
特
定
行

為
に
関
す
る
家
族
へ
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト

を
実
施
。
医
師
か
ら
は「
現
場
を
早
期
に
離
脱
し
、

特
定
行
為
は
移
動
す
る
車
内
で
」と
指
示
。

車
内
収
容
→
出
発（
覚
知
17
分
後
～
）

　

家
族
１
名
を
乗
せ
三
次
病
院
へ
向
け
て
出
発
。
救

急
車
内
で
は
心
電
図
が
心
静
止
へ
と
変
化（
図
２
）。

胸
骨
圧
迫
を
継
続
す
る
た
め
防
振
ベッ
ド
を
Ｃ
Ｐ
Ｒ

ロッ
ク
状
態
に
す
る
が
、
速
度
が
出
て
い
る
た
め
に
少

し
の
段
差
で
も
大
き
く
振
動
が
伝
わ
って
く
る
。

本
症
例
は
、後
天
性
疾
患（
低
酸
素
脳
症
）の
た
め
に
標
準
よ
り
も
小
柄
な
乳
幼
児
の
傷
病
者

で
、処
置
に
困
難
を
感
じ
た
こ
と
や
、近
隣
病
院
の
受
入
れ
が
不
能
で
あ
っ
た
た
め
に
、か
か
り

つ
け
病
院
で
あ
る
遠
方
の
第
三
次
救
急
医
療
機
関
を
搬
送
先
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
含
め
報
告
す
る
。

乳
幼
児
心
肺
停
止
事
例

救
急
活
動
報
告

第 

6 

回

用語説明…AED：自動体外式除細動器　CPA：心肺機能停止　CPR：心肺蘇生法　IC：インフォームドコンセント　PEA：無脈性電気活動 ※2歳児の標準体重：12.3kg、標準身長：87.5cm（厚生労働省2014年データ）

図1 図2

医師より一言

 「小児は成人を小さくしたものではない」という医者の格言がある。蘇生に関していえば最
も苦労するのは気道確保と静脈路確保である。気道確保は多くの症例で容易であるが、年
齢が下がるに連れて口腔内での舌の占める容積が大きくなり、空気の通り道が狭くなる。気
道確保器具を使ってもちょっとした動きによって送気ができなくなる。本症例で気道確保チ
ューブを手で持ち続けたのは送気不能を未然に防ぐためである。
　輸液のための静脈路確保はさらに難しい。本症例では足背静脈で確保を成功させてい
るがこれは称賛に値する。患児が痩せていたとはいえ、緊張する現場で見えるか見えないか
の血管内に針を留置することは想像以上のプレッシャーだっただろう。
　小児の心肺停止では発見が遅れても心肺停止時間が長くても適切な蘇生術により蘇生
する可能性がある。可茂消防事務組合救急隊の流れるような活動は他の救急隊の手本と
なるものである。

玉川 進（独立行政法人国立病院機構　旭川医療センター）
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消防司令補/救急救命士
出身：岐阜県可児市
拝命年：平成15年4月
趣味：バイク、ウィンタース
ポーツ

執筆
可茂消防事務組合
消防本部 中消防署

体幹部の下に薄手の毛布を敷いて東部後屈を施したことによ
り接触時より空気漏れが減り改善が見られた。

ラリンゲアルチューブを挿入し、聴診器で換気確認を行う。

左足背に静脈を確認。左下肢に駆血帯を巻きうっ血を期待する。

左手の第3指で下顎骨を持ち上げ第4,5指は下顎骨から外
す。EC法のような指の屈曲はない。

蛇管を用いた方法

左足背静脈に向け末梢から穿刺。外筒の先端は、距腿関節
部付近に及ぶ。

下肢全体を使いループを作成する。
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